
 

                             

１．研究課題名：熱帯泥炭湿地林における生態系サービスの修復 

と REDD+のセーフガード履行システムの構築  

 

２．研究代表者氏名及び所属：小林 繁男                            

（京都大学大学院 

アジア・アフリカ地域研究研究科） 

 

 

３．研究実施期間：平成 2７-29年度 

 

 

４．研究の趣旨・概要 

インドネシアのリアウ州と中央カリマンタンで荒廃した泥炭湿地に土着種を混植する生

態系サービスの修復を通した生物多様性保全を図る。非木材林産物の新たなバイオマス利

用を研究する。導水勾配による泥炭地地下水流図を基にした水管理システム構築し、炭素

排出削減量の評価と炭素クレジットのビジネス化について研究する。泥炭湿地林生態系の

PESの評価を行い、新たなバイオマス利用や温暖化ガス排出削減・PESの評価によるビジネ

ス化を図り、雇用創出の研究を行う。熱帯泥炭湿地林における生態系サービスの修復と

REDD+セーフガード＊履行システムの構築の研究を行い、地域住民の生活と地球環境政策に

貢献する。 

 

＊REDD:途上国における森林減少・荒廃化に由来する温室効果ガスの排出削減(Reducing Emissions from 

Deforestation and Degradation in Developing Countries)という協約により、地域住民の生業・生

活に負荷が懸かる。それをどのように考えるかが、REDD セーフガードです。 

 

 

５．研究項目及び実施体制 

（1）地域社会エンパワーメントと最適泥炭資源管理オプション（京都大学）    

（2）荒廃泥炭湿地林の生態系サービスの修復オプションの評価・開発（北海道大学） 

（3）自然資源と生態系―サービスにおける経済評価（長崎大学） 

（4）REDD+セーフガード履行システムの構築（京都大学） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

６．研究のイメージ 

 

 

 


